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●大谷口小、上板一中、北園高校、和光大学人文学部人間関係学科卒。東京都区職員労
働組合書記から区議へ。●現在、区議会区民環境副委員長、災害対策調査特別委員
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１９９９年初当選から２４年。多くのみなさんの話を聞き、問題を解決
するために一緒に行動してきました。思うようにいかないこともた
くさんありますが、暮らしの問題は、政治の問題です。解決に力を
尽すとともに、大本にある政治を変えるために力を合わせることが
日本共産党の役割だと考えて頑張っています。

　コロナ禍で小学生の暴力行為が増加（2021年11月区教委調査）。区も
「コロナ感染に伴うストレス増加」が原因と認めています。マスク生活、黙
食など、行動制限、学校行事の中止などで、子どもたちが心も体も豊かに
育つことができているか心配です。全庁あげて、子どものための遊び場
確保に全力挙げよと区に求めました。公共施設の縮小、統廃合によって、
子どもたちの居場所を奪ってはなりません。

小学生が思い切り遊べる場を! 小学生が思い切り遊べる場を!
児童館の小学生・中高生の利用拡大を! 児童館の小学生・中高生の利用拡大を!

再生可能エネルギーを創り出す
環境にやさしいまちづくりを
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太陽光パネルが泣いている! 太陽光パネルが泣いている!

　ある介護事業所のヘルパーさんの話。1日2回おむつ
交換に入っている寝たきりの高齢者が発熱しました。感
染リスクが低いからなのか医師から検査の指示があり
ません。しかし夜には家族も帰ってくるし、感染していな
いとは言い切れない。安全のためにヘルパーは予防具
を着ておむつ交換に入りました。1日2回、1ヶ月60枚の予
防具が必要でしたが、全部事業所の持ち出しになった
とのことです。私は、区に対してヘルパーさんへの手当

訪問介護事業所への支援を! 訪問介護事業所への支援を!

　区営仲宿住宅は16階、蓮沼町の老朽家屋の解体後に建設されるマン
ションは14階。いずれも中山道沿いで、行政が決めたルールによって高い建
物が誘導されて建設されています。
　しかし、その日影になる地域では、すでに太陽光パネルを設置している住
宅もあり、高層建築物による発電量の低下などの影響が出ることは間違いあ
りません。区に対策を迫りました。しかし区は「法令に違反していない以上、規
制は困難」との立場。地球温暖化対策としても、「民民」の問題とせず、対策
が必要だと考えます。
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どんな相談でも どんな相談でもにに
の支給と事業所への防護資材の支給を求めました。
　区は国が1ヶ月9000円の処遇改善補助金を出して
いる、防護資材は市場で安定供給されているなどと冷
たい姿勢です。
　「コロナ感染で突然のキャンセルが続き事業所の経
営が行き詰まっている」等々、コロナ禍で在宅医療や介
護の脆弱さが浮かび上がっています。安心の医療と
介護を作り上げるために引き続き頑張ります。
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■商店街に休息ベンチ、駐輪場の設置
■区も支援して、
　シルバーパスの5000円券、1万円券の発行を

■低年金でも入れる
　特別養護老人ホームの建設を

■公園、公衆トイレ、集会所のトイレの洋式化を
■公衆浴場をなくさないで。事業継続の支援を
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　１００歳以上の人が９万人を超えました。長寿社会日本は、「戦争をしな
い」と決めた憲法９条と「人の命が一番大事」と決めた憲法２５条や「国民
皆保険制度」を守る国民の運動によって実現したものです。
　憲法を壊し、医療や介護に自己責任を押し付け、年金を減らし続ける政
治は許せません。
　みんなで力を合わせて政治を変えましょう。

長寿日本は世界に誇る宝
医療・介護の負担増は許しません
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小中学校の
給食費の無償化を
小中学校の
給食費の無償化を
　物価高騰が続く中で、多くの自治体で学校給食費の値上げを抑える努力
が行われています。板橋区でも２０２２年度は牛乳代の一部が公費で負担さ
れました。都内では１町４村が学校給食費を無償に。来年度から葛飾区も無
償化に踏み出します。「給食は学校教育の一環」です。親の収入や時々の
社会情勢に左右されずに、給食を安心して子どもたちに提供できるように、
学校給食の無償化実現へ、大いに頑張ります。

日本共産党区議団は「所得制限なし」を
一貫して提案してきました。
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2023年4月から23区で

18歳まで
医療費無料化が
実現
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本町、稲荷台、仲宿、泉町、大原町、清水町、蓮沼町、小豆沢◉主な活動地域

板橋区蓮沼町５０-１  TEL 6454‐9898（FAX兼用）◉事務所

TEL 3579‐2717◉日本共産党 板橋区議団控室

otomi@jcp-itabashi.gr.jp◉メール


